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１. 在学留学制度（留意事項） 
●「在学留学」とは，本学学則第 18 条の２第２項の規定により，所定の審査基準を充たす学生が大学の

許可のもと，在学の状態で外国の大学へ留学することをいいます（「休学」による留学は該当しません）。 

●在学留学の場合，留学期間は修業年限に含みます。なお，留学の始期・終期は，実際の出国・帰国日

ではなく，各学期の始業・終了日のいずれかの日付に読み替えます。 
●在学留学として認められる外国の教育機関 

  ① 外国における正規の高等教育機関で，学位授与権を有するもの。 

 ② 前述の高等教育機関が付設する，外国人のための語学集中履修コース。 

●在学留学では，留学先の大学で修得した単位の単位認定申請手続をしなければなりません。単位認定

を１科目も申請しない在学留学は認められません。認定単位は，留学先大学での学修に対して，学生

本人からの申請に基づき，留学アドバイザーによる審査・教授会の承認を経て決定します。 

ただし，留学先での学修については，審査を行うので，申請どおり全て認められるとは限りません。

また，１年間の在学留学で最大 48 単位（１学期間在学留学の場合は最大 24 単位）まで認定が可能で

すが，短期語学実習で既に修得した単位もこの 48 単位に含まれますので注意してください。 

●その他 

在学留学は，あなたの留学計画が承認され，大学の許可を得るというプロセスが必要です。 

また，一旦，許可された計画（留学期間・留学先）を，勝手に変更することは認められませんので注

意してください。 

 

留学アドバイザー                                     
留学アドバイザーは各学科・専攻ごとに設けられており，留学先での履修計画の指導や単位認定の審

査を行う教員のことです。行き先に関わらず，所属の学科・専攻の留学アドバイザーに相談しなけれ

ばなりません。 
例：日本語・コミュニケーション専攻で「専攻インドネシア語」を履修している学生の場合 
  留学アドバイザーになれるのは，日本語・コミュニケーション専攻の先生です。 

インドネシア語の先生は留学アドバイザーになれません。 
 
○は在学留学を希望する学生からの相談を受ける窓口となる教員 

学 科 専 攻 留学アドバイザー 

英語 
〇桜井 延子 

エリザベス・ 

ラボレット 
瀧口 いずみ 

鈴木 雅恵 鈴木 孝明 大和 隆介 

ヨーロッパ言語 

ドイツ語 
岩﨑 周一 島 憲男 ヴァイヒャート・

カースティン 

※ゼミ生のみ 山取 圭澄  

フランス語 
伊ヶ崎 泰枝 井上 俊博 ブルーノ ティノ 

エリック 長谷川 晶子  

スペイン語 〇下田 幸男 仁平 ふくみ 

フェルナンデス コ

ボ カルロス ビセ

ンテ 

イタリア語 ○内田 健一 
ディオダート・ 

フランチェスコ 
 

ロシア語 〇北上 光志 木寺 律子  

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 堀川 諭   

アジア言語 

中国語 
池田 昌広 今村 圭 関 光世 

澤田  達也 畠山 香織 前田 比呂子 

韓国語 金 紋敬 杉山 豊 朴 真完 

インドネシア語 〇安田 和彦 エディ プリヨノ 澤井 志保 

日本語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
今西 利之 玉村 禎郎 盛田 帝子 

渡辺 史央   
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２．在学留学の種類 
長期在学留学（半年から 1 年）には次の３種類があります。 

① 交換留学…本学の交流協定校に学部留学若しくは大学附属語学コースに留学をする制度です。学生

交換協定に基づき，先方の授業料が免除になるので他の留学制度よりも留学費用が安価になります。

本制度を利用するには，募集期間に応募書類等を提出し，後日行われる面接を受けて合格する必要

があります。交換留学については，応募の学力要件として学業成績表で GPA2.0 を下限としており

ます。         
② 派遣留学…本学の交流協定校の大学附属の語学コースに留学をする制度です。先方への授業料が必

要です。本制度を利用するには，募集期間に応募書類等を提出し，後日行われる面接を受けて合格

する必要があります。 
③ 認定留学…自分で探した大学へ留学する制度です。留学先として選べる大学は，学位授与権のある

大学に限ります。先方への授業料が必要です。留学先とのやり取りは，全て独力で行います。また，

本学への書類提出等，手続きの窓口は所属学部事務室になります。自分の留学計画にあったコース

等があるのかなどの最新情報は，各自，希望先の大学に問い合わせて入手してください。また，入

学許可取得のための手続き方法等についても，すべて，各自の責任において調べ，対応してくださ

い。 ※過去に留学実績がない大学へ認定留学を希望する方は，事前に国際交流センター事務室で相

談をしてください。（認定留学の実績大学は以下リストを確認してください） 
●交換・派遣留学の実施プログラムは，大学のホームページにて確認できます。 

※募集プログラムについては，国際交流センター主催の募集説明会にて，確認してください。  

（アメリカ）  

・サンディエゴ州立大学 

・テネシー大学 

・ニューヨーク州立大学ｽﾄｰﾆｰﾌﾞﾙｯｸ校 

・ノーステキサス大学 

・フロリダ・インターナショナル大学 

・ペンシルバニア大学 

・ワシントン大学 

・ポートランド州立大学 

・ミズーリ大学セントルイス校 

・ユタ大学 

・ハワイ大学ヒロ校 

・ハワイ大学マノア校 

（カナダ） 

・カリフォルニア大学アーバイン校 

・カリフォルニア大学サンタバーバラ校 

・カリフォルニア大学サンディエゴ校 

・カリフォルニア大学ロサンゼルス校 

・カリフォルニア大学リバーサイド校 

・カリフォルニア大学サンタクルーズ校 

・カリフォルニア州立大学デイビス校 

・カリフォルニア州立大学ロングビーチ校 

・カリフォルニア州立大学ドミンゲスヒルズ校 

・カリフォルニア州立大学ノースリッジ校 

・サウス・カロライナ大学 

・オレゴン州立大学 

・アカディア大学 

・アルゴマ大学 

・アルゴンキン大学 

・アルバータ大学 

・トンプソンリバーズ大学・カルガ

リー大学 

・サスカチェワン大学 

・セントマリーズ大学 

・トロント大学 

・ビクトリア大学 

・ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学 

・ヨーク大学 

 

（オーストラリア） （ニュージーランド） （イギリス） （アイルランド） 

・エディス・コーワン大学 

・国立ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ大学 

・国立カーティン大学 

・国立ｻﾝｼｬｲﾝｺｰｽﾄ大学 

・ｾﾝﾄﾗﾙｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ大学 

・フリンダース大学 

・南オーストラリア大学 

・メルボルン大学 

・ニューキャッスル大学 

・西オーストラリア大学 

・グリフィス大学 

・タスマニア大学 

・マッコーリー大学 

・ＡＩＳセントヘレンズ 

・オークランド工科大学 

・オタゴ大学 

・カンタベリー大学 

・ワイカト大学 

・マセイ大学 

・オークランド大学 

・ウエストミンスター大学 

・ｵｸｽﾌｫｰﾄﾞﾌﾞﾙｯｸｽ大学 

・サセックス大学 

・ブライトン大学 

・リーズ大学 

・ロンドン芸術大学 

・ブルネル大学 

・ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ・ｸﾗｲｽﾄ・ﾁｬｰﾁ大学 

・リージェント大学 

・ヨークセントジョン大学 

・ダブリン市立大学 

・ダブリン大学 

・グリフィスカレッジ 

 

（フィンランド） 

・ユヴァスキュラ大学 

 

（マレーシア） （ポーランド） 

・マレーシア科学大学 ・国立ｱﾀﾞﾑ･ﾐｯﾁｪｳﾞｨﾁ大学 

（中 国） （フランス） （ドイツ） 

・青島大学 

・海南師範大学 

・雲南民族大学 

・吉林大学 

・清華大学 

・清華美術学院 

・上海外国語大学 

・上海戯劇学院 

・上海交通大学 

・上海財経大学 

・上海師範大学 

・上海対外貿易学院 

・上海大学 

・首都経済貿易大学 

・首都師範大学 

・西安交通大学 

・西北大学 

・蘇州大学 

 

・対外経済貿易大学 

・大連交通大学 

・大連鉄道学院 

・大連理工大学 

・中央戯劇学院 

・中央民族大学 

・中国伝媒大学 

・中南民族学院 

・中山大学 

・中国海洋大学 

・中国人民大学 

・天津師範大学 

・天津商学院 

・天津理工大学 

・南開大学 

・南京師範大学 

・南京大学 

・伝播大学 

・ハルビン師範大学 

・華南師範大学 

 

・華南理工大学 

・華東師範大学 

・北京大学 

・北京科技大学 

・北京外国語大学 

・北京語言文化大学 

・北京師範大学 

・北京第二外国語学院 

・北京体育大学 

・北京広播学院 

・北京理工大学 

・北方交通大学 

・山東師範大学 

・遼寧師範大学 

・浙江大学 

・烟台師範学院 

・聊城師範学院 

・香港中文大学 

・復旦大学 

・東北財経大学 

・アヴィニヨン大学 

・ｴｸｽ=ﾏﾙｾｲﾕ第Ⅲ大学 

・ｻﾝﾃﾁｪﾝﾇ=ｼﾞｬﾝ･ﾓﾈ大学 

・ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｺﾞｰﾙ=ﾘｰﾙ第Ⅲ大学 

・西部カトリック大学 

・ナント大学 

・ニース大学 

・ブルゴーニュ大学 

・プロヴァンス大学 

・ﾆｰｽ･ｿﾌｨｱ=ｱﾝﾁﾎﾟﾘｽ大学 

・ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ･ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ提携校ｶｰﾝ大学 

・ペルビニヤン大学 

・ポー大学 

・ﾎﾟｰﾙ･ｳﾞｧﾚﾘｰ=ﾓﾝﾍﾟﾘｴ第Ⅲ大学 

・ﾐｯｼｪﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃｰﾆｭ=ﾓﾝﾍﾟﾘｴ第Ⅲ大学 

・ﾘｭﾐｴｰﾙ･ﾘﾖﾝ第Ⅱ大学 

・リヨンカトリック大学 

・マンハイム大学 

・グライフスヴァルト大学 

・ケルン大学 

・パッサウ大学 

・ライプチヒ大学 

・ルール大学 

・ハイデルベルク大学 

・ライプチヒ大学附属国際語学協会 

（オーストリア） 

・ウィーン大学 

（イタリア） 

・ペルージャ外国人大学 

・シエナ外国人大学  

・サレント大学 

・フィレンツェ大学          

（スペイン） （アルゼンチン） 

・アルカラ大学 
・アリカンテ大学 
・オビエド大学 
・グラナダ大学 
・コルドバ大学 
・サラゴサ大学 
・サラマンカ大学 
・マラガ大学 
・ラ・リオハ大学 
・カンタブリア大学 
 

・ブエノスアイレス大学 
・ブラス・パスカル大学 
・ベルグラーノ大学 
・国立ラプラタ大学 

（チリ） 

・チリカトリック大学 

（メキシコ） 

・グアダラハラ大学 
・グアナファト大学 
・メキシコ国立自治大学 

◆認定留学の実績大学（平成 13 年度以降の認定実績大学（他学部含む）） 
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３．在学留学の資格要件 
在学留学を希望する場合は，下記の条件を満たしていなければなりません。 

 なお，危険地域等で留学するのにふさわしくないところへの留学は認められません。  
 許可された後であっても，学業不振，書類提出の締め切りを守らない,説明事項が理解できない，オリ

エンテーションへの無断欠席が続くなど,留学するに相応しくないと外国語学部長が判断した場合は，留

学前・留学中に関わらず留学を取り消し，「留学中止」とする場合があります。 
 
①本学部に１年以上在学し，下記の授業科目（単位数）を修得していること。 

留学(出発) 
セメ 基 準 単 位 数 

３セメ～ １セメ終了時 インテンシブ科目もしくは専攻○○語 5単位を含む有効単位 15 単位以上 

４セメ～ ２ 〃 インテンシブ科目もしくは専攻○○語 10 単位を含む有効単位 30 単位以上 

５セメ～ ３ 〃 インテンシブ科目もしくは専攻○○語 15 単位を含む有効単位 45 単位以上 

６セメ～ ４ 〃 インテンシブ科目もしくは専攻○○語 20 単位を含む有効単位 60 単位以上 

７セメ～ ５ 〃 インテンシブ科目もしくは専攻○○語 20 単位を含む有効単位 75 単位以上 

８セメ～ ６ 〃 インテンシブ科目もしくは専攻○○語 20 単位を含む有効単位 94 単位以上 

 
②心身共に留学に耐え得る健康状態である者。 

※健康状態について，交換・派遣留学の合格者には大学として健康診断を実施し，結果によっては留学

不許可となります。 

 

③留学先の大学等の要件を満たす者。 

※学力に関して，留学先大学のプログラムによっては所定の GPA を要求されます。GPA は通算スコアと

します。また，語学力に関して，英語による留学については，TOEFL あるいは IELTS のスコア提出が

必要です。英語以外の留学については，語学力証明書（検定試験等）または担当教員による語学力証

明書が必要です。 

 

④保証人の承諾が得られる者。 

 

⑤留学目的および留学計画が明確で適切であること。 

※学部留学を目指す方は，希望大学のホームページ等でシラバス等を熟読し，履修できる科目を調べた

うえで留学計画を立てること。 

 

⑥認定留学の場合は，留学先の入学許可を得ていること。 

※留学先大学からの入学許可を得ることが正式な留学許可の条件となります。 

※認定留学は，留学準備を自律的に進める必要があります。自身で留学先大学に申請し入学許可を取得

してください。留学先大学やコース，プログラム等により異なりますが，入学許可書を申請するため

に求められる書類（英文健康診断書，英文成績証明書等，自身の語学能力を証明する書類等）が出せ

ない場合は許可がでないことがあります。 

 

 

（韓 国） （台 湾） （ロシア） （ウクライナ） 

・梨花女子大学  ・弘益大学 

・慶煕大学    ・釜山外国語大学 

・成均館大学   ・崇実大学 

・建国大学 

・淡江大学 

・国立台湾師範大学 

・輔仁大学 

・国立政治大学 

・ｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ大学 

・モスクワ国立大学 

・ﾌﾟｰｼｷﾝ記念ﾛｼｱ語大学  

・ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ極東連邦大学 

・オデッサ大学 

（ハンガリー） 

・セゲド大学 

（インドネシア） （フィリピン） （ベトナム） （ベラルーシ） 

・ガジャ・マダ大学 

・ウダヤナ大学 

・パジャジャラン大学 

・インドネシア教育大学 

・サナタダルマ大学 

・ダルマプルサダ大学 

・ラサール大学 

・ビサヤ大学 

・サンアグスティン大学 

・ホアセン大学 ・ベラルーシ国立大学 

・ミンスク国立言語大学 

（チェコ） （マルタ共和国） 

・パラツキー大学 

・メトロポリタン大学プラハ 

・マルタ大学 



 ４ 

⑦交換・派遣留学を希望する場合，上記①～⑥以外に下記の応募資格を有していること。 

 

●英語による留学 

 英語による留学を希望する学生は，TOEFL-IBT・TOEFL-ITP あるいは IELTS の得点表を必ず提出の

こと（イギリス留学の場合は，IELTS for UKVI のスコアが必要）。 

※交換留学の場合，TOEFL-ITP での応募はできません。 

また，派遣留学の場合，留学先の大学によっては TOEFL-IBT あるいは IELTS の得点表を提出する

必要があります。 

（注）TOEFL-ITP とは学内で実施される模擬試験です。公式スコアではありません。 

 

●英語以外の留学 

 英語以外の留学を希望する場合は，語学力検定（KDS，GDS，ドイツ語技能検定試験，HSK，中国語

検定，実用フランス語技能検定試験，DELF，DALF，TCF 等）のスコア表を提出のこと。 

 ただし，これらの証明書がない場合は，各自，自分をよく知る語学担当の教員へ「語学力証明書」

の記入を依頼し，教員から国際交流センター事務室へ提出してもらうこと。なお，教員へ依頼する

ときには募集要項と自分の学業成績表も見てもらい，必要な語学力レベルを確認してもらうこと。

（特に学部留学レベルの資格がいる場合に注意）。 

 

 

注意事項 

① ビザ（入国査証） 

「留学」など，「観光」以外の特定の目的で外国に入国する場合，それぞれの目的にあったビザ

（入国査証）を取得する必要があります。入国後に現地で滞在許可証を取得することが求められる

場合もあります。これらの手続きなしに，外国に長期滞在することはできません。留学予定国のビ

ザ申請方法や必要書類等は個人の出入国に関する重要なものですので，取得手続きや更新・管理等，

すべて個人の責任で行ってください。 

※ビザ取得のために，預金残高証明，預金通帳のコピーあるいは現物，海外旅行保険の付保証明，

翻訳証明，無犯罪証明書，感染症検査証等の提出が必要な場合もあります。国によって必要書類

や申請方法が異なるうえに，費用や条件等も予告なく頻繁に変更されますので常に最新情報を確

認しなければなりません。手続きや結果における責任はあくまでも申請者個人に委ねられている

ことを理解しておいてください。 

 

②海外旅行保険への加入 

外国では，日本で加入している健康保険等は使用できません。また，一般的に海外在留中にはそ

の国の社会保険制度も適用されず，日本のような公的な社会保障制度がない国もあります。万一，

ケガや病気になったら，非常に高額の治療費が必要となります。危機管理として出発日から帰国日

までをカバーする日本の海外旅行保険に加入することを義務付けます。※無保険での海外渡航は大

学として許可しません。 

●保険内容は，下記をカバーするものが最低限必要です。 

傷害死亡，傷害後遺障害，疾病死亡，・治療・救援費用（無制限のもの）…ケガ・病気等の治療，

救援で家族が負担する費用の補償，・個人賠償責任保険や留学生賠償責任…法律上の損害賠償責任

を負った場合，・留学生生活用動産…身の回り品が損害を受けた場合 

●さらに，次のような保険にも加入することをお勧めします。 

・テロ等対策費用…テロに遭い，帰国が遅れ宿泊代を負担したなどの場合 

 

③個人レベルでの危機管理 

留学を希望される方は，卒業までの履修計画や将来の進路も熟慮のうえ，十分な計画を立てるこ

とが望まれます。また，海外に留学するのですから，それぞれの国によってさまざまな法律，規則

や慣習があり，日本では当たり前のことが当たり前でなないことが多々あるということを十分認識

しておく必要があります。留学してから戸惑うことのないよう，希望する留学先国の歴史，文化，

慣習，社会等を留学前に理解するとともに，留学後に適切に行動することが肝要です。また，日本

国外務省の危険情報等を確認し，現地の最新の危険情報や社会情勢を把握しなければなりません。 
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④海外での車の運転禁止 

自動車（二輪含む）の運転は大学として禁止します。 

 

⑤留学に必要な経済力を十分に有していること。 

※留学期間中の費用が準備されていることを証明するために，大使館や派遣先大学等への提出書類と

して金融機関の残高証明書や通帳コピーの提出が必要となることがあります。 

 

４．留学期間  
在学留学制度を利用できるのは，在学期間中通算して１年以内です。 

 

① 交換・派遣留学の留学期間は原則１年間（半年間の場合もあり），認定留学の留学期間は，１年間ま

たは１学期間とします。 

② 留学先での滞在期間（授業期間を含む）は，原則として１学期間の場合，春学期始業または秋学期始

業から起算して最低３ヶ月以上，また１年間の場合，最低９ヶ月以上なければなりません。 

③ 留学期間の延長（留学期間が１年または１学期間のいずれの場合も）は認められません。 

 

●引き続き留学したい場合 

→「休学」して留学しなければなりません。 

この場合でも，一旦帰国して単位認定申請をし，認定の審査を受けなければなりません。また，

期限内に「休学願」および「渡航計画書」を外国語学部事務室に提出する必要があります。（休

学願提出期限については，履修要項「学籍」を参照） 

※休学して留学する場合は，単位認定はできません。 

休学できる期間は連続して２年以内，通算して４年以内です。 

 

●再度認定留学をしたい場合（１学期間の認定留学者のみ対象） 

→ １学期間認定留学に行った場合，帰国後１学期間以上本学で履修した後，再度申請手続きをとれ

ば，あと１学期間のみ再度認定留学に行くことが可能です。 

 

④  単位認定される短期語学実習と在学留学制度の併用は可能です。ただし，P.１にも記載してあると

おり，短期語学実習で修得した単位をあわせて最大 48 単位までしか本学の単位として認められま

せんので，十分注意してください。 
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５．研究演習の履修 
外国語学部専門教育科目「研究演習Ⅰ～Ⅳ」の履修について 

３年次から研究演習の履修が始まります。留学先大学で修得した単位等は，研究演習の単位として認

定されませんので，必ず本学で履修し修得しなければなりません。（研究演習の履修方法は，履修要項に

記載しています。応募要領は POST で案内します。） 

３年次春学期の「○○研究演習Ⅰ」と３年次秋学期の「○○研究演習Ⅱ」，４年次春学期の「○○研究

演習Ⅲ」と４年次秋学期の「○○研究演習Ⅳ」は，同じ担当者のものを連続して履修しなければなりま

せん。ただし，在学留学の場合のみ，留学する期間によって，以下の履修パターンが認められます。な

お，２年次秋学期（４セメスター）には，対象者全員，研究演習に応募しなければなりません。応募時

に留学中であっても，Web での申請が可能ですので，留学先から申込み手続きを行ってください。留学

出発前に，必ず留学アドバイザーに相談のうえ研究演習の履修計画を立てください。特に，応募する学

期（４セメスター（秋学期），６セメスター（秋学期））に留学する場合は，応募スケジュールを確認し

ておいてください。 

研究演習の登録システムにログインするには，POST のログイン ID,パスワードが必要です。出国前に

必ずパスワードを確認し，忘れた場合は至急 10 号館３階の情報センターカウンターでパスワード再発

行の申請を行ってください。また，パスワードは機器のブラウザ等に記憶させるのではなく，自分でし

っかりと覚えるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在学留学した場合の研究演習履修パターン

３セメ ４セメ ５セメ ６セメ ７セメ ８セメ
① 【留学】 Ⅰ Ⅲ Ⅳ
② Ⅰ Ⅲ Ⅳ
③ 【留学】 Ⅲ Ⅳ
④ Ⅰ Ⅲ Ⅳ
⑤ Ⅰ 【留学】 Ⅳ
⑥ Ⅰ Ⅲ 【留学】
⑦ Ⅰ 【留学】
⑧ 【留学】 Ⅰ Ⅲ Ⅳ
⑨ 【留学】 Ⅲ Ⅳ
⑩ 【留学】 Ⅰ Ⅱ
⑪ Ⅰ 【留学】 Ⅱ
⑫ Ⅰ 【留学】 【留学】

演習募集時期（秋学期11月ごろ）

１． ２年次４セメスター生は，秋学期11月頃に，全員Ⅰ，Ⅱを応募します。（翌年度の春学期(5ｾﾒｽﾀｰ)に,休学することが決定している）

者除く）。

２． ３年次で1年間留学し，４年次でⅠ，Ⅱを履修しなければならない場合，3年次秋学期11月頃に，留学先からWebでⅠ，Ⅱを応募します。

４年次

１
学
期
間

Ⅱ
【留学】 Ⅱ

Ⅱ
【留学】

【留学】
Ⅱ

留学
期間

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

１
年
間

【留学】 Ⅱ
【留学】 Ⅱ

【留学】

２年次 ３年次

１． ２．
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【出国までの流れ】 

６．申請手続（出国までの流れ）   

交換・派遣留学                            

６ 各自の留学アドバイザーの指導を受ける 必須 
指導を受ける際，以下の書類を必ず持参すること 
・履修希望科目のシラバス 
・前学期の成績表 
・今学期の履修登録確認表 

７ 留学届（「様式見本」参照）を外国語学部事務室に提出（１月末・６月末）する 

※秋学期に出発する学生のうち，継続履修（P.10 参照）の必要がある者は，出発前に， 
継続履修願（「様式見本」参照）を外国語学部事務室へ必ず提出すること 

１ 交換・派遣留学募集説明会に出席する 

（毎年４月および 10 月に説明会を実施，日程は POST で案内） 

５ 選考結果を確認する （合格する） 

・合格発表日に国際交流センター事務室へオリエンテーションの予定表を取りに行く 
 

出 国 

８ 国際交流センター事務室が開催するオリエンテーションに出席する 必須 

４ 面接選考を受ける（学業成績，出願書類，面接の総合判定） 

９ 危機管理説明会に出席する 必須 

（毎年１月（春出発）および６月（秋出発）に説明会を実施，日程は POST で案内） 

10 出国前に，緊急時対策用個人票，海外旅行保険証書とビザ（入国査証）の 

コピーを国際交流センター事務室に提出する 必須 

３ 出願書類を国際交流センター事務室へ提出する 
行き先に関わらず，所属の学科・専攻の留学アドバイザーに相談しなければなりません。 

※研究演習の履修・単位認定について

指導をうけること 

２ 外国語学部留学説明会に出席する 

各学科・専攻で説明会を実施することもあります（必ず出席すること） 
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認定留学【出国までの流れ】                          

５ 留学先大学の入学許可書を取り寄せる 

併せて，パスポート，ビザ（入国査証）の申請や，海外旅行保険，航空券の手配な

ども必ず行うこと 
 

１ 外国語学部留学説明会に出席する 

各学科・専攻で説明会を実施することもあります（必ず出席すること） 

２ 各自の留学アドバイザーの指導を受ける必須 

指導を受ける際，以下の書類を必ず持参すること 
・履修希望科目のシラバス 
・前学期の成績表 
・今学期の履修登録確認表 
 

６ 下記の認定留学申請書類（「様式見本」参照）を外国語学部事務室へ提出する 

・認定留学願書（所定様式：POST キャビネット） 
・誓約書（所定様式：POST キャビネット） 
・留学届（所定様式：POST キャビネット） 
・留学先大学の入学許可書コピー（日本語訳を添付すること） 

  ・継続履修願…継続履修（P.10 参照）の必要がある学生のみ 
【提出期限】 

●春学期から留学する場合・・・1 月末日までに提出 
●秋学期から留学する場合・・・6 月末日までに提出 

※ 留学先での滞在住所を変更した場合は， 
あらためて，留学生(在学留学)住所届を外国語学部事務室または国際交流センター事務室 
へ提出 

期日厳守! 

３ 認定留学希望届（「様式見本」参照）を外国語学部事務室へ提出する 

  様式は POST キャビネットからダウンロード 

【提出期限】 
●春学期から留学する場合・・・  

●秋学期から留学する場合・・・4 月末日までに提出 

期日厳守! 

７ 危機管理説明会に出席する必須 

（毎年１月（春出発）および６月（秋出発）に説明会を実施，日程は POST で案内） 

出発前に，緊急時対策用個人票，海外旅行保険証書とビザ（入国査証）の 

コピー等を国際交流センター事務室に提出する 

教授会承認 

留学許可 出 国 

※単位認定についての指導を受け，認定留学希望届の留学アドバイザー欄

にサインをもらうこと 
※行き先に関わらず，所属の学科・専攻の留学アドバイザーに相談しなけ

ればなりません。 
。 

OK であれば 

４ 認定留学先大学の確認（学位授与権など） 
POST にて案内します 
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７．外国留学支援金     
在学留学する際の経済的支援として，以下の外国留学支援金を支給します。なお，支給方法は，学期

毎の本学授業料から外国留学支援金額を差し引くことにより行います。（事前手続きなどはありません）。 
 

●外国留学支援金 

① 交換・派遣留学生 

【学部】文系 55 万円（年額） 【大学院】文系 35万円（年額） 

 

② 認定留学生 

【学部】文系 45 万円（年額） 【大学院】文系 25万円（年額） 

  

※注 1：上記金額は，1年間留学した場合の金額です。1学期間の場合は半額となります。 

※注 2：上記は，直近の実績額です。諸事情により，支給方法・支給金額が変更になる場合がありま

す。 

※注 3：他の授業料減免制度，奨学金制度等の適用を受けている場合は，授業料相当額を限度として

併給調整して支給します。 

※注 4：在学留学を取り消された場合には，既に支給した外国留学支援金を返還していただくことに

なります。 

※注 5：ビザ（入国査証）が取得できない場合や他にも留学許可が取り消しとなることがあります。

留学許可が取り消された場合は，外国留学支援金を返還しなければなりません。 

 

●納付書送付時期 
春学期分：４月１日以降  

秋学期分：10月１日以降 
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８．継続履修制度 

「継続履修」とは，秋学期から翌年度の春学期まで，１年間留学する場合で，留学前の春学期に本学

で履修していた学期連結科目および通年科目を，帰国後の秋学期に，継続して履修できることをいいま

す。 
継続履修を希望する場合は，次の要件をすべて満たしていなければなりません。 

□  春学期履修後に在学留学し，次年度春学期終了時まで留学期間が連続すること。 

□  通年(学期連結)で実施される科目であり，同一授業科目であること。 

□  留学前に，外国語学部事務室に「継続履修願」を提出し，承認を得ておくこと。 

□  帰国後，指定の期日までに外国語学部事務室に「継続履修科目登録願」を提出すること。 

留学前に継続履修が認められた科目であっても，不開講，開講曜日時間，カリキュラムの変更等によ

り，継続履修できない場合があります。 
なお，１学期間（春学期のみ，もしくは秋学期のみ）在学留学する場合，休学で留学する場合は，継

続履修をすることはできません。 
 

 

～履修要項から抜粋～ 
開講形式 

各授業科目は，次の３つのうち，いずれかの開講形式をとっています。 

学期完結 
春学期もしくは秋学期の半年間で授業が完結される。 

成績評価および単位認定は各学期ごとに行われる。 

 
 

学期連結 

春学期・秋学期を継続して授業が行われる。 
成績評価は春学期は暫定店（中間点）として評価され，秋学期終了時に春学期・秋学期の

成績を総合評価して単位認定が行われる。 

春学期のみ，もしくは秋学期のみ休学や在学留学する場合は，成績評価および単位認定は

されない。 

 

 
通  年 

春学期・秋学期を継続して授業が行われる。 

基本的に，春学期終了時での成績評価は行われず，春学期・秋学期の成績を総合評価して

単位認定される。ただし，暫定点（中間点）が好評される場合もある。 

春学期のみ，もしくは秋学期のみ休学や在学留学する場合は，成績評価および単位認定は

されない。 
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９．単位認定の基準 

認定単位数の上限                              

留学先の大学で修得した単位等のうち，本学で開講されている科目と類似性があると認められたも

のは，１年間留学した場合は 48 単位，１学期間留学した場合は 24 単位を上限として本学の卒業に必

要な単位に認定することができます。ただし，１年間留学すれば 48 単位（１学期間 24 単位）が自動

的に認定されるのではなく，あくまでも認定される最大限の単位であって，留学先での学習内容・授

業時間等によって認定される単位の種類や単位数は異なります。 

なお，この 48 単位（１学期間 24 単位）には短期語学実習を含みますので注意してください。 

 

授業時間数・単位の換算                           

単位認定にあたっては，Ａ）総授業時間数，Ｂ)ECTS（欧州単位互換制度）のいずれかの方法で行うも

のとし，留学アドバイザーが審査し，教授会で承認します。一度の留学の中で，換算方法の併用は認め

ません。 

Ａ）【単位換算の目安】 
科目の種類 留学先での授業時間 認定される単位数 

講義科目，演習 22.5 時間（1,350 分） ２単位 

実習科目 
（語学プログラムも該当） 22.5 時間（1,350 分） １単位 

 

Ｂ）【欧州単位互換制度（ECTS）をもとに換算する場合】 

科目の種類 留学先での成績 認定される単位数 
問わない 

（講義・実習科目等） 1.67ECTS １単位 

 留学先が発行した成績証明書に記載された合格科目の ECTS を合計し，総単位数を 1.67ECTS＝1 単位

（本学での認定単位）として換算します。少数点以下は切り捨てます。 

 

認定科目・成績評価                             

留学先で取得した単位は，本学開講科目に読み替えて認定し，成績の評価は「Ｎ」で表示されます。 
単位取得できなかった科目，つまり不合格の科目は単位認定の対象外とします。 
本学開講科目に読み替える場合は，本学開講科目の内容に類似性をもつことを原則とします。 
ただし，専門教育科目の領域と判断される科目で，本学開講科目として読み替えが不可能な場合は「外

国留学特殊科目」という科目名で認定する場合があります。 
専門教育科目に該当しないと判断された科目については，共通教育科目として認定し，科目名は「外

国留学科目」とします。 
※留学先大学での学習内容により，また認定する科目により，留学中にレポートを課す場合や，帰国後，

試験（筆記・試問）をする場合があります。 
単位認定については，留学申請前に留学アドバイザーに十分指導を受けてください。 
 

単位認定申請書類                              

 留学先から帰国後，早急に次の書類を提出しなければなりません。特に留学先大学で発行される書類

については，現地滞在中に十分確認し，不備のないよう準備してください。 
① 留学科目単位認定申請書 
② 履修報告書 
③ 授業時間割報告書 
④ 留学先大学での成績証明書，修了証のコピー 
⑤ 履修科目の時間数を証明するもの（またはそれにかわるもの） 
⑥ 受講した科目の内容を説明した授業細目（シラバス） 
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10．単位認定申請手続（単位認定までの流れ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 単位認定審査(筆記試験・口頭試問等)実施 

以下の日までに，単位認定審査（筆記試験・口頭試問等）を行う。 

・春学期から 1学期間留学･･････････８月上旬までに実施 

・春学期から 1年間留学････････････翌年２月上旬までに実施 

・秋学期から 1学期間留学･･････････翌年２月上旬までに実施 

・秋学期から 1年間留学････････････翌年８月上旬までに実施 

学科・専攻会議（単位認定案を作成） 

【単位認定までの流れ】 

ＰＯＳＴから 
ダウンロード 
してください 

教授会承認（単位認定） 

２ 単位認定申請書類を留学アドバイザーへ提出する 
・留学科目単位認定申請書・・・POST からダウンロード 

・履修報告書・・・POST からダウンロード         

・授業時間割報告書・・・POST からダウンロード 

・留学先大学での成績証明書，修了証コピー 

・履修科目の時間数を証明するもの（またはそれにかわるもの） 

・受講した科目の内容を説明した授業細目（シラバス） 

・学科・専攻の留学アドバイザーから指示された提出物（あれば） 

・継続履修科目登録願（継続履修の必要がある学生のみ） 

 

【提出期限】 
（期限までに提出がない場合，上記申請書類に不備がある場合は単位認定ができません。提出準備

が整った段階で，なるべく早く提出して下さい） 

・春学期から 1 学期間留学･･････････７月末日までに提出 

・春学期から 1 年間留学････････････翌年１月末日までに提出 

・秋学期から 1 学期間留学･･････････翌年１月末日までに提出 

・秋学期から 1 年間留学････････････翌年７月末日までに提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 外国語学部事務室へ帰学届（POST からダウンロード）を提出する 

※当該授業科目の内容を示す文書 
（シラバス）として下記項目等が 
掲載されていることが望ましい。 

・授業科目名(course title) 
・受講学生数(class size) 
・宿題(homework) 
・講義内容(subject) 
・使用教材(textbooks used) 
・時間割(class schedule) 
・参考資料(reading assignments) 

※特例措置について 

留学先大学のコースの終了日等の関係により，期日までに書類の提出が困難な場合，特例として提出期日

の延長を（妥当と判断された期間）認める場合があります。ただし，事前に専攻又は留学アドバイザーが

許可した場合に限ります。詳細は留学アドバイザーに確認してください。（なお，提出期日を延長した場

合，留学単位認定の成績発表は通常の発表（９月，３月）より１か月程度遅くなり，次学期の履修に影響

しますので注意してください。ただし，８セメスターのみの留学の場合は特例の対象外となります。） 
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11．在学留学Ｑ＆Ａ 

Ｑ：交換留学と派遣留学はどこが違いますか？ 

Ａ：交換留学では協定内容により，双方の留学生の授業料を免除することになっており，基本的

に相手校の「学部」で学ぶことになります。派遣留学では授業料の免除制度がなく，語学修得を

中心としたプログラムで学ぶことになります。但し留学先大学が求める語学力によっては，交換

留学生であっても「学部」の授業を履修できない場合もあります。反対に派遣留学生であって

も，学習の成果によっては「学部」の授業を履修できることがあります。 

Ｑ：どの程度の語学能力が必要ですか？ 

Ａ：「交換留学」や「派遣留学」の場合は一定のレベルの語学能力が必要です（英語圏なら，交

換留学：TOEFL iBT55 点，IELTS 5.0 以上。派遣留学：TOEFL iBT45，IELTS4.0 以上。「認定留

学」の場合，特に基準は設けていませんが，留学を考える学生は各言語の検定試験等を受けて留

学に備えましょう。 

Ｑ：在学留学は１年次からできますか？ 

Ａ：１年次からの在学留学は認めていません。在学留学が行えるのは２年次以降です（応募は１

年次から可）。まずは大学生活に適応し，卒業するために必要な単位取得を確実にしてから取り

組んでください。 

Ｑ：費用はどの程度ですか？ 

Ａ：地域や大学，住環境等によって大きく異なります。例えば，アメリカで１年間留学する場

合，一般的には 200～400 万円程度の総費用が必要とされています。実際に留学した学生の報告書

が国際交流センターにあるので参考にしてください。 

Ｑ：在学留学に際し，経済的な支援等はありますか？ 

Ａ：本学では「外国留学支援金」支給制度により，留学費用の負担軽減を図っています。この他

にも学内外の奨学金制度があります。詳しくは HP等で確認してください。 

Ｑ：単位はどのぐらい得られますか？ 

Ａ：本学の単位として認定される数は，留学先での学習状況（学習内容や授業時間等）によっ

て，一人一人異なります。認定の基準については，P.11 の「９.単位認定の基準」を参照してくだ

さい。 

出発前には，その時点での単位修得状況（卒業に必要な単位について留学アドバイザーととも

に確認し，単位認定対象となる本学の科目を把握しておいてください。卒業に必要な単位の中に

は，在学留学による単位認定の対象外となる科目があります。その科目は，必ず本学で履修・修

得しなければなりません。あらかじめ留学アドバイザーに確認しておいてください。   
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Ｑ：専攻した言語が使われていない国・地域に留学することは可能ですか？ 

Ａ：可能です。ただし，帰国後の単位認定において専攻語圏への留学と異なる点があります。ま

た，留学先や留学の種類によって，留学先大学の入学条件や本学での選考の際に一定レベル以上

の言語能力が求められます。  

Ｑ：１年以上の留学はできないのですか？ 

Ａ：在学留学として認められるのは１年以内です。それ以上の期間は「休学しての留学」となり

ます。なお，１年間の在学留学を経てさらに休学して留学を続行する場合は，一旦帰国して手続

きを行わなければ，それまでの単位が認定されないので注意が必要です。 

Ｑ：留学に関しては誰に相談すればいいですか？ 

Ａ：交換・派遣・認定いずれの場合も，まずは自分が所属する学科・専攻の留学アドバイザーに

相談してください。その他，交換・派遣留学は国際交流センター事務室，認定留学は外国語学部

事務室でも相談を受け付けています。 

 留学を経験した先輩の話を聞く機会も有効に活用しましょう。 

 

12．その他 
 

□ 単位認定を１科目も申請しない在学留学は認められません。 
 
□ 留学先での住所が決定次第，留学生(在学留学)住所届を外国語学部事務室または国際交流セン

ター事務室まで提出してください。住所が変更になった場合も必ずご連絡ください。 
 
□ １年間留学する場合は，中間報告書（様式は POST に掲載）を国際交流センター事務室まで提出

してください。 
 
□ 海外留学時には，日本国外務省よりの危険情報を常に確認するとともに，自らも現地の危険情

報および社会情勢等にも充分注意をはらうようにしてください。 
 
□ 外国では，日本で加入している公的医療保険（国民健康保険等）は使用できません。また，一

般的に海外在留中にはその国の社会保険制度も適用されず，日本のような公的な社会保障制度

がない国もあります。万一，ケガや病気になったら，日本では想像もつかないくらい高額な治

療費になる場合があります。出国から帰国までをカバーする海外旅行保険に加入してください。 
 
□ 留学を希望される方は，卒業までの履修計画や将来の進路も熟慮のうえ，早期から十分な計画

を立てることが望まれます。また，海外に留学するのですから，それぞれの国によってさまざ

まな法律，規則や慣習があり，日本では当たり前のことが当たり前でなないことが多々あると

いうことを十分認識しておく必要があります。留学してから戸惑うことのないよう，希望する

留学先国の歴史，文化，慣習，社会等を留学前に理解するとともに，留学後に適切に行動する

ことが肝要です。 
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１．留学の単位認定申請資料作成手順と注意点 

手順 1：書類を準備 

手続・書類等 注意点 

留学先大学

で取り寄せ

るもの 

成績証明書(写し) 

修了証(写し) 

 

書類（A） 

・大学発行の署名や印がある証明書（の写し）であること 

※メール文による通知は証明書として認められません。 

 

受講した科目の内

容を説明した授業

細目（シラバス） 

 

書類（B） 

・成績証明書と科目名が一致していること。 

・HP などのプリントアウトでも可 

・シラバスがない場合は，留学先大学の担当教員に事情を説明し，必ず作

成してもらうこと。 

シラバスがない科目については単位認定申請ができません。 

クラススケジュー

ル（履修科目の時間

数を証明するもの） 

書類（C） 

・各科目の時間数（1科目あたりの総時間数あるいは授業の曜日・時限およ

び一時限当たりの時間）を示す書類。 

・シラバスや成績証明等に記載されている場合は不要。 

各自で作成

するもの 

留学科目単位認定

申請書 

書類（ア） 

POST からダウンロード 

 

履修報告書 

書類（イ） 
授業時間割報告書 

書類（ウ） 
帰学届 

書類（エ） 

 
手順２：書類を作成する 

 

＜留学科目単位認定申請書（ア）＞ 準備する書類（A）：成績証明書・修了書 

 単位認定を行うための基盤となる書類です。ここに記されていない科目は，たとえ修得できていたとし

ても，単位認定を希望しないものとして扱われます。 

 まず，「科目名」，「時間数」の欄に，留学先大学の成績証明書（書類(A)）に記載されてい

る科目名(正式名称)・時間等をそのまま記入してください。 

 科目毎に番号を振ってください。さらに，その番号を「履修報告書（イ）」，「授業時間割（ウ）」，

「成績証明書（A）」，「シラバス（B）」にも付してください。 

 時間数，授業回数など，授業時間数の確認のために重要だと考えられる箇所に，マーカー

で色をつけてください。 
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【認定留学生】 

POST キャビネット 05 留学関係 2) 認定留学 外国語学部 単位認定関係書類  

【交換・派遣留学生】   

POST キャビネット 05 留学関係 1) 交換・派遣留学 単位認定に関すること 

外国語学部  

【在学留学の手引き】 

POST キャビネット 05 留学関係  ★留学の手引き  



＜履修報告書（イ）＞ 準備する書類（B）：シラバス 

 申請された科目の中身を勘案し，本学カリキュラムのどの区分に読み替えるかを判断するために使用す

る資料です。 

 留学先大学のシラバス（書類 B）などを参照しながら，授業概要や授業で学んだ内容等を具

体的に記入してください。なお，語学の授業については，そのレベルを記入してください。 

 時間計算は，原則「１回の授業時間(分)」×「１週あたりの授業回数(回)」×「何週授業

が行われたか(週)」を記入してください。 

(例①:[ 90 ]分  × [ ２ ]回  × [ 15 ]週 = [ 2700 ]分) 

なお，どうしても所定の書式で表せない場合は，例②，例③のような書き方でも結構です。 

(例②:[ 90 ]分  × [ 28 ]回 × [ - ]週  = [ 2520 ]分) 

 (例③:[ 2480 ]分 × [ - ]回  × [ - ]週  = [ 2480 ]分) 

 時間数には，祝日や休暇など，予め休講することが決まっている時間数は含めません。出

席必須の Tutorial の時間などを含めます。(時間数等が記載された証明書類が必要) 

 ＜単位認定申請書＞と同じ番号を付してください。 

 

＜授業時間割（ウ）＞ 準備する書類（C）：クラススケジュール 

現地での履修スケジュールを報告し，申請された科目の授業時間数などを計算，確認するための資料で

す。 

 それぞれのセメスターにおける時間割を正確に分単位で記入してください。 

 所定の書式で時間割が表せない場合は，「特記事項」として，どのようなスケジュールで授

業が行われたのか，詳しく記入してください。あるいは，任意の様式を添付してください。 

 ＜留学科目単位認定申請書＞と同じ番号を付してください。 

 

手順３：書類を提出する 

＜資料提出＞ 

 時間などを正確に計算し，完成した状態で，留学アドバイザーへ提出します。 

各授業の時間数や内容について，シラバス等の証明となる資料に基づき，説明できるよう

にしてください。 

＜単位認定結果＞ 

 教授会で審議後，単位認定結果を WEB 学業成績表で通知します。 

 

その他 

□ 認定単位数の上限があります。留学先の大学で修得した単位のうち，適当と認められたものは，１年

間留学した場合，48 単位，１学期間留学した場合，24 単位を上限として本学の卒業に必要な単位に認

定することができます。 

【書類提出期日】 

・春学期から 1 学期間留学･･････････７月末日までに提出 

・春学期から 1 年間留学････････････翌年１月末日までに提出 

・秋学期から 1 学期間留学･･････････翌年１月末日までに提出 

・秋学期から 1 年間留学････････････翌年７月末日までに提出 

20 
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年　 1 月 16 日

京都産業大学　外国語学部長　殿

以下のとおり、単位に認定を申請します。

専攻

年　 4 月 ～　 年　 12 月

□ ☑ □

No.

①

② Korean Intermediate

③ Understanding Korean Culture

④ English and American Culture

⑤ Academic English 2

⑥ English Writing

⑦ Understanding Japanese Culture

⑧ Understand and Practice of Volunteering

⑨

⑩

⑪

※申請した内容すべてが認定されるとは限りません。

（1／2）

ECTS　総計 0

48

32

32

32

韓国語

分単位

48

304

0 304 0

32

32

48

学科 ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｷｬﾘｱ

       ③受講した科目の内容を説明した授業細目（シラバス）。

＜注1＞黄色網掛け部分のみ入力してください。（それ以外は修正不可）

＜注2＞必ず２ページとも提出してください。２ページ目の学科・専攻・学生証番号・氏名を記入してください。

留学アドバイザー

＜注3＞留学先での学修内容・評価を証明するため，添付書類として下記の書類が必要です。
　　　 不足書類がないか，確認のうえ提出してください。

　　　 ①留学先の大学の成績証明書またはそれにかわるもの。

       ②履修科目の時間数及び単位数を証明する文書またはそれにかわるもの。

教職課程履修の有無
（有の場合右欄選択） ●●　●●

申　請　科　目　　※学生記入欄

申請時関数（h）総計

小計

大学

2022

2022

留 学 科 目 単 位 認 定 申 請 書

学生証No.

韓国

留学先 国名 授業期間

英語 123456 氏名 産大　太郎

建国 2022

時間数とECTSの
両方を記入する

教授言語

Academic English 1

ECTSのみ
記入する

時間数のみ
記入する

時間単位

時間数
ECTS

英語

英語

韓国語

韓国語

科　目　名

英語

韓国語

英語

書類（ア）

記入例

授業期間・科目名は他の書類（授業時間割報告書・単位

認定申請書）と同一になっているか確認してください

いずれかに☑をしてくださ

い。プルダウンあり。

科目名，総時間数については、実際の
授業時間を算出のうえ、正確に記入し
てください。

番号を振ったら，「履修報告書」，「授
業時間割」，「成績証明書」，「シラバ
ス」にも同じ科目番号を付してください。
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帰 学 届（交換・派遣・認定）※いずれかに○ 

 

  令和  年  月  日 
 

京 都 産 業 大 学 長 殿 

       学部       学科 

学生証番号              
（ﾌ ﾘ ｶ゙  ﾅ）           
氏   名            印  

 
このたび下記のとおり帰学いたしましたので、届け出します。 

 
記 

 
 
留学期間： □ 半 年（令和    年度  学期 ） 
  

□ １ 年（令和    年度  学期 ～ 令和    年度  学期 ） 
       ※いずれかに☑ 

留 学 先： 国 名                         

学校名                         
 

以 上 
 

受 付 

 

 

書類（エ） 

記入例 

単位認定書類と同時に提出

すること。 

正式名称で記載 

27
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２．在学留学 単位認定申請 Ｑ&Ａ 

Ｑ１：どんな書類を提出しないといけないかがわかりません。 

Ａ１：単位認定に必要な書類を提出しなければなりません。提出書類は，本冊子の１ページおよ

び在学留学の手引き(10.帰国後の手続(帰国～単位認定までの流れ)）で確認してください。 

本人が作成する書類と，留学先大学で取り寄せる書類があります。 

    特に，留学大学で取り寄せる書類については，いったん帰国すると入手が困難になります。

現地で確実に申請し，内容を確認したうえで，必ず帰国時に，持ち帰ってください。 

 

Ｑ２：留学先大学からシラバスが提供されませんでした。 

Ａ２：自分で留学先大学のホームページを確認し，コースやプログラム内容が詳細に案内されて

いるページを印刷のうえ提出してください。万が一，ホームページなどでも入手できない

場合は，留学先大学の担当教員やコーディーネーターにシラバスを作成してもらうよう依

頼してください。 

書類が不足している，あるいは内容に不備があると単位認定ができないことがあります

ので十分注意してください。 

帰国後は留学先大学への連絡が難しくなるため，現地滞在中に不足や不備がないか，必

ず確認してください。 

 

Ｑ３：成績証明書の発行が書類提出期日に間に合いません。 

Ａ３：まずは，本人が提出期日間に合うように自分で留学先大学に申し入れするなど最善をつく 

してください。例えば，「先に PDF で送ってもらいその後原本を郵送してもらう」とい 

ったような交渉を滞在中にしなければならないこともあります。 

メール文では成績の証明にはなりません。ただし証明書原本の PDF であれば可です。 

成績証明書の送付先，発送予定日等詳細に確認することも忘れずに。 

それでも期限に間に合わないと回答があった場合は，留学アドバイザーに相談してくだ

さい。 

 

Ｑ４：受講した授業の実際の時間数とシラバスや成績証明書に書いてある時間数が異なります。

留学科目単位認定申請書や履修報告書にはどのように記載すればよいでしょうか。 

Ａ４：留学アドバイザーに状況を説明し，記入方法について指示を仰いでください。 

 

Ｑ５：１年間の留学で２セメスター分受講しました。時間割表報告書は１年間分をまとめて記入

してもよいですか。 

Ａ５：いけません。時間割表報告書はセメスター毎に作成してください。 

 

Ｑ６：留学先大学の夏・冬期に行われるサマースクールやウィンタープログラムに参加する予定

です。各書類にはどのように記載すればよいでしょうか。 

Ａ６：当初からあなたの留学計画に組み込まれているプログラム（留学先大学と同一大学）であ

れば，サマープログラムなども単位認定申請の対象になりますので，通常のコースや科目

同様に記載してください。 
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   なお，留学先大学として許可された大学で実施されるプログラムではない場合，単位認定

の対象にはなりませんので，書類に記入することはできません。 

 

Ｑ７：体育や音楽などの実技の科目を履修しました。書類に記入してもよいでしょうか。これら

の科目は単位認定の対象でしょうか。 

Ａ７：専門教育科目には相応の領域が存在しないため，専門教育科目の単位としては認定されま

せんが，在学留学の手引き（９.単位認定の基準）にもあるとおり，共通教育科目として

認定される場合はあります。 

ただし，授業内容や授業時間数によっては単位認定対象外となることもありますので，

履修科目を決定する前に，留学アドバイザーに相談される事をおすすめします。 

 

Ｑ８：留学中にレベルアップし，上級クラスになりました。授業は欠席することなくがんばりま

したが不合格となってしまいました。この場合，単位認定申請はできないのですか？ 

Ｑ８：できません。合格となった科目，コースのみが単位認定の対象となります。 

 

Ｑ９：履修報告書に何を書いてよいかわかりません。 

Ａ９：留学アドバイザーは，シラバスや時間割表と併せ,履修報告書に書かれた内容を見て，ど

のような授業であったか，本人がどのように取り組んだのかを確認します。履修報告書は

単位認定の大切な根拠になります。受講した授業の内容や学んだことを具体的に時系列で

書いてください。１科目ごとに作成し，用紙１枚分しっかり記入するようにしてください。 

 

Ｑ10：履修報告書が１枚では書ききれません。 

Ａ10：履修報告書の用紙を複数枚にわたって記入してください。科目名番号・ページ数の記入を

忘れない様にしてください。 

 

Ｑ11:１学期間または１年間でおよそ何単位認定されますか。 

Ｑ11：留学先大学においてどのような科目で何時間の学習をしたか，また合否等，結果によって

認定される単位の種類や単位数は大きく異なります。 

また，在学留学の手引き（９.単位認定の基準-認定科目・成績評価）にも記載のとおり，

本学開講科目に読み替えるケースと，「外国語留学特殊科目」や「外国留学科目」として

認定するケースがあります。本学開講科目に読み替える場合は，内容に類似性があるこ

とが原則となりますが，中には，「研究演習」などのように読み替えができない科目も存

在します。その科目は，必ず本学で履修・修得しなければなりません。あらかじめ留学

アドバイザーに確認しておいてください。 

留学中は，生活環境の変化等により，思うように単位を修得できないケースがあります。

また，渡航前に入年に計画した留学であっても何等かのトラブルによって，計画どおり

単位を修得できないこともあり，卒業までの修得単位数に影響をきたすことが考えられ

ます。思うように単位修得できないことも視野に入れ，本学で着実に単位修得するよう

に努めてください。 

渡航までに，その時点の成績（単位修得状況），卒業に必要な単位について留学アドバイ

ザーとともに確認し，自分の留学計画ではどのような単位認定が想定されるのかを把握
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しておくことも大切な留学準備のひとつです。 

 

Ｑ12：単位数の算出方式を教えてください。 

Ａ12：【単位換算の目安】※在学留学の手引き９.単位認定の基準を参照にしてください。 

Ａ）【時間数による単位換算の目安】 

科目の種類 留学先での授業時間 認定される単位数 

講義科目，演習 22.5 時間（1,350 分） ２単位 

実習科目 

（語学プログラムも該当） 
22.5 時間（1,350 分） １単位 

 

Ｂ）【欧州単位互換制度（ECTS）をもとに換算する場合】 

科目の種類 留学先での成績 認定される単位数 
問わない 

（講義・実習科目等） 
1.67ECTS １単位 

 留学先が発行した成績証明書に記載された合格科目の ECTS を合計し，総単位数を 1.67ECTS＝

１単位（本学での認定単位）として換算します。少数点以下は切り捨てます。 

 

Ｑ13：留学先の大学で，自分の専攻と異なる分野について勉強することは可能ですか。 

Ａ13：現在の専攻に沿った科目を履修することを原則としますが，専門教育科目の領域を主と 

して履修した上で，並行してそれ以外の科目を教養的に受講することは可能です。 


